
ア リス ・プ レザ ン ス ・リデ ル

生い立ちと生涯

笠 井 勝 子
『不 思 議 の 国の ア リス 』 に ヒ ロイ ン と して永 遠 に名 を と どめ る ア リス

は,作 者 キ ャロル に誘 い か けて お とな で も十 分 に楽 しめ る こ とば遊 び の

数 々 を引 き出 した 。 聞 き手 の3人 の子 供 た ち の中 で なぜ か ア リスが 名 を

と どめ た の は,当 時10才 の彼 女 の強 い は た ら きか け のせ い で あ っ た。「わ

た しの こ とを書 い た 本 が あ った ら,す て きだ わ」 そ う考 え た ア リス が ,

ボ ー ト遊 び や ピ ク ニ ック で 一 緒 に 出 か け て くれ る ドジ ス ン先 生(ル イ

ス ・キ ャ ロル)に,楽 しか った お話 を書 いて くだ さい,と 頼 んだ の で あ

る。

この 利 発 で 元気 の い い ア リス,実 在 した ア リス につ いて2人 の イ ギ リ

ス 女 性 の 手 にな る優 れ た研 究 書 が あ る。 メ イ ヴ ィス ・ベ イテ ィの 『オ ク

ス フ ォー ドの ア リス』(1979)と,ア ン ・ク ラ ー ク ・エ イマ ー の 『実 在

の ア リス』(1981)で あ る。 以 下 こ の2人 の研 究 か ら実 在 の ア リス の生

い立 ち と生 涯 を紹 介 した い。

ア リス は1852年5月4日 に ロ ン ドンの ウェ ス ト ミンス ター ・パ ブ リ ッ

ク ス ク ー ル の校 長 の家 に生 まれ た 。 ア リス ・プ レザ ンス ・リデ ル とい う

名 前 で ウ ェ ス トミンス タ ー寺 院 に お い て父 の手 に よ って洗 礼 を受 け た。

プ レザ ン ス は母 方 の姓 で あ る。父 ヘ ン リ ・ジ ョージ ・リデ ル は有 名 な ギ

リシ ャ語 辞 典 を完 成 した 人 で あ った。(当 時 は古 典 語 と して ギ リシ ャ語,

ラ テ ン語 を学 ぶ こ とが 重視 され た時 代 で あ っ たが,ギ リシ ャ語 を直 接 英

語 で 理 解 す るた め の辞 書 は な か っ た の で,こ の 辞書 の完 成 に は多 大 の 意

義 が あ った 。 「リデ ル=ス コ ッ トのギ リシ ャ語 辞 典」 と呼 ばれ て い る よ う
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に,1834年 にロバー ト・スコットと一緒にとりかかった仕事であったが,

1840年 にスコットがコーンウォールの大学に職を得てからはリデルは独

力で完成にこぎつけた。1843年 の出版以来 リデルは亡 くなる前年の1897

年 まで8回 の改訂 を続 けている。「よい部分はリデルの仕事,下 手なと

ころはスコットだ」と書かれたほどであった。

リデルはヴィク トリア女王の夫君アルバート殿下の宗教相談役でも

あった。報酬のない一種の名誉職だが,形だけに終わらないで相談に乗っ

てほ しいという意向であった。アリスが生まれる前に母のリデル夫人は

危篤に陥った時期がある。原因は腸チフスで,そ れも学内で発生 した患

者の看護にあたっているうちにリデル夫人自ら感染 してしまったのだ。

生涯の友人 としてまた医者 としてリデル家を見守 り続けたヘ ンリ・アク

ランドの懸命な手当と,リ デル夫人の健気な意志で危機 を越えることが

できたが,さ もなければアリスはこの世に生まれることができなかった

かもしれない。

父方の叔父にチャールズ ・リデルがいる。彼はリデル夫人のチフスの

一件 をきっかけに,ロ ン ドンの給水ルー トを調べ44ペ ージにわたるレ

ポー トをまとめ上げた。彼の調査の結果,ロ ンドンへ供給する水の取水

口はテムズ川では首都の下水の排水部にあることがわかった。

リデル夫人は聡明で美 しく優 しいのみならず,夫 の地位相応に周囲か

らの尊敬を受けるべ く家柄を保つことを常に心得て,絶 えず向上心を持

ち,す べての点で上流階級の夫人であった。生徒たちへの配慮,学 校行

事を側面から応援し,使 用人の監督,若 い教師たちの相談相手,世 間話

には興味がない夫に代わってパーティを盛 り上げることなど,ま ことに

頼 もしいヴィク トリア朝の伴侶であった。身だしなみにも十分に気を

配っていたことは,リ デル家の子供達の写真を見るとわかる。アリスた

ち姉妹はいつもその折々の洗練 された流行の服装をしている。

リデル夫妻には男4人 と女6人 の子供があった。上の5人 の子供たち
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はウェス トミンスター校在任中に生まれている。ただ,ア リスのす ぐ上

のジェイムズ ・アーサー ・チャールズは3才 にならないうちに猩紅熱の

ために亡 くなった。

アーサーの死 もあってウェス トミンスター校に見極めをつけていたリ

デルはもっと有望な地位 を求めていた。1855年6月,彼 のもとには女王

の承認 を得てオクスフォードのクライス ト・チャーチ学寮の学寮長に任

命するという知 らせが届いた。リデルが44才 の時であった。彼はその頃

学問的にレベルの落ちていたクライス ト・チャーチを立て直すためにさ

まざまな改革を遂行 した。そのためにチャールズ ・ドジスンには容赦の

ない改革者と批判されている。 しかしクライスト・チャーチの学問的レ

ベル向上 に果たしたリデルの功績は大きく,1870年 には学寮長のまま,

大学の副総長の任命を受け実質的に最高責任者となる。その時の総長は

ソールズベリ卿であった。

1855年6月2日 に亡 くなった前任者ゲイズフォード学寮長は保守的な

聖職者で,現 状 を変革することは彼を支持する者たちの思いもよらない

ことであった。僧院のごとく静かに,空 気は止まっていたのであった。

学寮に住 む教官たちは聖職の資格を取ることと,独 身が条件になってい

た。リデルとしては,学 寮長館は当時の社会において尊敬を受ける身分

に相応 しい住居であるとともに大学において学者や芸術家の交流する社

交の場で もあった。彼は1546年 枢機卿ウルジーが建てた学寮長館の内装

に手を入れた。『ギリシャ語辞典』の収益で改修 した階段には,ア リス

たちが 『辞典階段』 と名前 を付けた。

1856年 アリスは両親 と兄のハ リー,姉 のロリーナ,妹 のイーディスと

共に大学の教授たち,学 者や聖職者,芸 術家が交流するオクスフォード

の真只中で暮らすことになった。その時アリスは4才 であった。当時彼

らの身分の者は,男 の子は早ければ6,7才 から寄宿学校の生活に入 り,

女の子の教育は住み込みの家庭教師に任された。リデル家に雇われて子
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供たちの躾 と初歩の勉強をみたのはメアリ ・プリケ ットである。彼女の

父ジェイムズ ・プリケ ットはトリニティ ・コレッジの食堂主任を務めて

いた。学寮長館に住んでいると,小 さな子供達が走 り廻って遊ぶことは

周囲の事情で許されない。お天気のいい日は午後になると家庭教師に連

れ られて,必 ず散歩に出かけて元気なエネルギーを発散させてきた。ビ

ンジーにある トゥリークル ・ウェルもそうした散歩先の一つである。そ

の井戸にはオクスフォー ドの守護聖人フライズワイドの伝説が残ってい

た。サクソンの姫君だった聖女は小舟でテムズ川を下 りオクスフォー ド

にたどりつき,修 道院をつ くる。ビンジーには彼女の祈 りに応えて病を

いやす水が湧 きだし,中 世には巡礼が集 まってきた。

ロリーナ,ア リス,イ ーディスの三人がチャールズ ・ドジス ンに出合っ

たのはオクスフォー ドに越 してきた年,1856年 の4月25日 の午後のこと

である。いつ ものように前庭で遊んでいると,カ メラ道具一式を抱えて

二人の青年が現れた。クライス ト・チャーチの大聖堂の写真を撮 りにき

た ドジス ンと友だちのレジナル ド・サウジーであった。 ドジス ンは5

フィー ト10インチ,細 身で姿勢が真 っすぐであったため実際より高 く見

えた。ぎこちないくらい真っす ぐな姿勢 を,子 供たちは火掻 き棒を飲み

込んだようだと形容 している。子供たちは好奇心旺盛で傍に寄 っていき,

子供の好 きな ドジスンとたちまちともだちになって しまう。のちに 「金

色の夏の午後」 として永遠の記億に残 るボー ト遊びやピクニ ックは,そ

れから6年 後のことになる。

1856年6月5日 ドジスンと従兄のフランクはハ リーとロリーナを連れ

てボートでピクニックに出掛けている。この年のクリスマスにドジスン

はハ リーに機械仕掛けの亀を,ロ リーナにはウェセロールの『ラザフォー

ド夫人の子供たち』 という本を贈った。アリスが5才 の誕生 日の翌日に

ドジスンは贈 り物を持って訪ねている。
　

リデル家では子供達が小さい間は両親とは別に子供だけで夕食をさせ
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ていたが,少 し大きくなって くると食後の音楽会や室内ゲームの仲間入

りをゆるされた。リデルは家の者たちが大学内外のできごとに正しい理

解 と関心を持つことを求めていたから,ア リスたちきょうだいは早い時

期からアカデ ミックな話題に馴染んで成長 していった。「子供はお客さ

まに見ていただく者であって,口 を利 く者ではない」 というのがヴィク

トリア朝の通念であったことを考えると,学 寮長館の子供たちは特別恵

まれていた。アリスたちは早い時期からオクスフォー ドの大学教授はほ

とんど顔馴染みになっていた。『不思議の国』で帽子屋が歌う,「きらき

ら光る小さいこうもり」という厂きらきら星」の替え歌は,バーソロミュ ・

プライス教授を歌ったものだ。教授は仲間の問では通称バ ット(こ うも

り)で 通っていた。それというのもこの天体観測が趣味の数学者にはみ

んなの頭上高 く舞い上がって遠大な理論を展開する癖があったためであ

る。

オクスフォードを散歩するといつ も新 しい発見がある。それにリデル

学寮長の子供というだけで,大 学内のどこを見せてもらうにも可愛いお

客様扱いで,喜 んで便宜をはかってもらえる。リデルは大学出版局の長

を務めるほかに,ボ ドリン図書館の館長,大 学博物館,美 術館の館長,

大学予算委員会の委員長で もあった。そしてリデル夫人のパーティには

著名なお客が集まることで評判だった。

新 しい家族がふえてい くにつれてアリスたちは少 しずつプリケットさ

んの監督から離れ,新 しい先生にみてもらう。フランス語,ド イツ語,

イタリア語,そ して絵の先生はジョン・ラスキンである。『不思議の国』

には週1回 捻って,伸 ばして,失 神するのを教えにきた 『年寄 りのあな

ご』がそれである。ラスキンがアリスに送った手紙 を見 ると,年 配の者

からの親 しいからかいが散 りばめられている。そうした手紙からは,成

長したアリスの中に依然 『不思議の国』のアリスが生きていて,形 式ばっ

たものにとらわれない柔軟な頭の持ち主であったことがわかる。
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1858年 リデ ル ー家 は ア ク ラ ン ド家 と共 に北 ウ ェー ルズ の ラ ンデ ィ ドゥ

ノ ゥで,一 夏 を過 ご した。 遠 浅 の 海 と ごつ ごつ の岩 山 グ レイ ト ・オ ー ム

ズ ヘ ッ ドは ひ と け もな く荒 涼 と した 自然 の ま まの姿 で あ っ た。 ア ク ラ ン

ドの 家 族 と一 緒 に散 歩 した り,植 物 採 集 を した り,写 生 を した り して休

暇 を過 ご した リデ ル は や が て こ の土 地 に別 荘 ペ ンモ ー フ ァを建 て(1862

年 に完 成)春 と夏 の休 暇 を過 ご す た め に や って くる。1861年 の ク リスマ

ス に ドジ ス ンは ロ リ ーナ,ア リス,イ ー デ ィスの3人 にキ ャサ リ ン ・シ

ング レア の本 『ホ リデ イ ・ハ ウス』を贈 った 。リデ ルの 別荘 ペ ンモ ー フ ァ

の こ とが 念 頭 に あ った か らで,本 の は じめ に は3人 の 子 供 の 名 前 を つ

か った ア クロ ス テ ィ ックの 詩 を書 い た 。 中 に 出 て くる ホ リデ イ とハ ウス

の 語 は太 い 字 で書 い て あ る。 ペ ンモ ー フ ァに は著 名 なお 客 も滞 在 した 。

グ ラ ッ ドス トンが高 所 恐 怖 症 と わか った の は 晶 家 と一 緒 に岩 山 に上 った

時 の こ とで あ る。崖 縁 の 隘路 に 出た 時 グ ラ ッ ドス トンは一 歩 も動 け な く

な って しま う。 子供 達 が崖 際 を一 列 に防 護 壁 とな って進 み,リ デ ル の腕

に掴 まっ てや っ との 思 い で下 りて きた。 画 家 リ ッチ モ ン ドは一 ヵ月 程 の

滞 在 の 間 に ロ リーナ,ア リス,イ ー デ ィスの 「三 姉妹 」 の絵 を描 きあ げ

た 。 しか し,こ の場 所 に も保 養 地 と して人 々が 集 ま って くる よ うに な る

と,リ デ ル は別 の所 を探 す 。 そ こは ワ イ ト島 の イ ース ト ・シ ー ンで あ っ

た 。

ワ イ ト島 に新 しい休 暇 先 を見 つ け た リデ ル家 は そ こで 女 流 写 真 家 と し

て 知 られ るキ ャメ ロ ン夫 人 に出 会 う。 キ ャメ ロ ン夫 人 は当 時 の 有 名 人 を

数 多 く写 真 に撮 って い る。 そ の 中 には トゥロ ロ ー プ,ブ ラ ウニ ン グ,ホ

ルマ ン ・ハ ン ト,ダ ー ウ ィ ン,ハ ー シ ェル,テ ニ ス ン な ど もい た 。 ドジ

ス ンは キ ャメ ロ ン夫 人 の わ ざ と焦 点 を ぼか した 写 し方 を好 ま ない 。 キ ャ

メ ロ ン夫 人 は リデ ル 家 の 人 々,特 に20才 前 後 の ア リス の美 しい写 真 を残

して い る 。

と ころ で ア リスの 父 方 の祖 母 シ ャロ ッ ト ・ラ イア ンは十 八 世 紀 の トマ
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ス ・ライアンの孫にあたり,こ の トマス ・ライアンの長男が結婚後 ライ

ァン=ボウズ家を創 り,4代 目のクロード・ジョージ ・ボウズ・ライアン

(姓の順序は入れ替わっている)の 娘エリザベス ・アンジェラ ・マーガ

レット・ボウズ・ライアンが女王エリザベス2世 の母,エ リザベス皇太

后であるから,ア リスはちょうど生まれる百年前の代でエ リザベス2世

と血縁になる。

1859年 ヴィク トリア女王 とアルバート殿下の意向で皇太子がクライス

ト・チャーチに入学することが決まった。ヘンリ5世 以来のできごとに

学寮はこぞって歓迎し,た いへんな名誉 と考えた。特別車両で到着の皇

太子をリデル学寮長はホームに出迎え,市 長や市の長老や大学関係者の

紹介をした。クライス ト・チャーチの全教職員学生は中庭に勢揃い して

出迎え,皇 太子の学寮到着 と同時に歓迎の鐘が鳴り渡った。翌年12月 に

はヴィクトリア女王自らクライス ト・チャーチを訪問され,学 寮長館で

歓迎のパーティが催 された。その席で,ド ジスンは初めて皇太子に紹介

され,自 筆コレクシ ョンのアルバムに署名を頼んでいる。

1862年 学寮長館にはビリケンとダイナーという2匹 の猫が飼われてい

た。ビリケンはハリーの,ダ イナーはロリーナのペ ットであったが,前

者は食中毒で死に,ダ イナーはアリスが可愛がる余 りロリーナから彼女

のペ ットに移 り,や がて 『不思議の国』へその名前が登場することにな

る。

オクスフォー ドに引っ越 して間もな くアリスは兄ハ リーの小馬の ト

ミーで乗馬の練習を始めている。 リデル家の御者のバルチチュードが手

ほどきをした。

外で遊べない目にはロリーナ,ア リス,イ ーディスの三人は学寮長館

の裏口から,乳 母に付 き添われてオール ド・ライブラリの中にある ドジ

スンの部屋に遊びにいった。大 きなソファにドジスンを囲むように座っ

た子供達に彼はお話をし,ス ケッチを描いて見せる。お話はまった く新
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しいこともあれば,以 前の話が少 しずつ変わって,し まいには,ま った

く別の話 になることもあった。儀礼的な大人の付 き合いでは吃る癖が

あった ドジスンも子供たちの中ではまったく自然でその心配はない。子

供たちがすっかり満足すると,ト ランクの中に集めた珍 しい衣装を取 り

出して,彼 らの夢を誘った。 ドジスンが撮 った子供の写真の中にはさま

ざまなポーズで,ま たさまざまな衣装の姿がある。アリスには乞食のな

りをして写っている写真まである。こうしたことにも幼いアリスの好奇

心や冒険心をみることができよう。

夏が くると川面の涼を求めてボー トでピクニックに行った。大学のガ

ウンを白いフラノのズボンと麦藁の帽子に取 り替えると,チ キンやサラ

ダや ビスケットが入ったバスケットと,お 茶のための薬缶を下げて ドジ

スンとロビンスン・ダックワスはボー ト屋へ向かう。3人 の子供たちは

喜びにスキップしながら彼らのまわりを飛びはねてい く。ニューナムに

は知 り合いのウィリアム ・ハーコご ト家がピクニ ックにくる人たちのた

めに見晴らしのいい場所に小屋をい くつか用意 していた。火曜日と木曜

日にはお皿やフォークを借 りてそこで食事ができた。歩き廻った後は乾

草山の日陰に座 って,お 湯を沸か し,お 茶を入れる。こうしたボー ト遊

びのピクニ ックには,ダ ックワスのほかクライス ト・チャーチ在学中の

い とこのスケフィントン,弟のウィルフレッド,あるいはサゥジーかハー

コー トのだれかひとりを誘って行った。なかでも子供たちに人気があっ

たのは,歌 のうまいダックワスであった。

アリスが もうす ぐ11才になる1863年3月10日,初 めて公の場で役目を

果たすことになった。この日はクライスト・チャーチ出身の皇太子の結

婚の当日で,オ クスフォードのブロー ド・ウォークにはリデル三姉妹が

記念に三本の植樹をすることになった。大勢の見物人が見守る中で3人

の子供たちは自分の植えた木にアルバー ト,ヴ ィクトリア,ア レグザン

ドラと名前を付けて,最 後にそれぞれ 「この木が,今 日の良き日からい
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つまでも末永 く栄え,生 い茂 ります ように」と結んだ。

1863年4月 に新 しい弟が生まれた。皇太子の名前をいただいてアル

バー ト・エ ドワー ド・アーサーと名付けられ,洗 礼式は皇太子夫妻が学

寮長館を訪問される時に合わせて,代 父 として立ち合っていただくこと

が決まっていた。しかしアーサーは5月28日 にわずか8週 間の生命で亡

くなった。6月 の大学創立記念祭にオクスフォー ドを訪れた皇太子夫妻

は学寮長館に宿泊され,皇 太子 には名誉学位が授与された。また皇太子

妃からは大学の志願兵たちに記念品が贈 られた。バザーではアリスたち

の出店に立ち寄ってロリーナが売っていた白い猫を買っている。夕方開

かれたクローケーのゲームにはアリスたちも一緒に参加 した。

アリスの文学的才能は彼女が幅広 くものを読んで,多 くの知識人,文

筆家たちと交流の機会に恵まれていたことを考えると,驚 くほどに平凡

である。もちろん,作 法にかなった優雅な文体で手紙を書き,語 法に誤

りは無いのであるが,そ れだけのことでひらめきや輝 きは認められない。

ところが音楽や,絵 画,木 彫 りには並はずれた才能を有 していた。当時

オクスフォー ドにはジョン ・ステイナーとチャールズ ・ヒューバー ト・

パ リーの2人 の音楽家がいた。ステイナーはクライス ト・チャーチの大

聖堂で初めてマタイ受難曲を演奏 した人である。集まった1200人 の聴衆

の中にはこの開催に力を貸 したリデル学寮長 と家族の姿もあった。 ドジ

スンは礼拝の場所を宗教音楽とはいえ音楽会場に使用することには反対

していた。ステイナーは1861年 に大学のオルガン奏者になっている。一

方パ リーはイー トン在学中にすでに音楽で学位をとっていた。彼はリデ

ル姉妹のために女声三重唱のための作品を贈 っている。

アリスに絵画の個人指導をしたのは,ジ ョン・ラスキンで,彼 はアリ

スにターナーの作品を,姉 と妹以外の人には見せないという条件付 きで

貸 し与え,そ れらを模写するように指示している。当時ラスキンの美術
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評論家としての評判は高 く,オ クスフォー ドに美術教授として就任の講

義には学生ばかりか麗装の婦人まで押 し掛けて,テ イラー研究所の満員

の講義室からアクランドの機転で会場を急遽シェル ドニアン講堂に移 し

たほどであった。木彫 りの方は妹のローダの腕前 も優れていた。彼女は

サイ ドボードや衝立て,テ ーブルといった大きな作品を仕上げた。結婚

する友達のために製作 したローダの作品を見てラファエル前派の トマ

ス ・ヴィア ・ベインはこんなお祝いが貰 えるのなら結婚する価値はあ

る,と いったほどであった。彼は生涯結婚をしなかったが,ロ ーダは彼

に木彫を贈っている。アリスの作品は現在オクスフォー ドの聖フライズ

ワイズ教会で見ることができる。それはサクソンの姫君だった聖女が小

舟にのってテムズ川をオクスフォー ドにたどり着いた時の姿 を彫ったも

のである。クライス ト・チャーチではロンドンの貧しい地区に宣教団を

派遣 していたが,そ のポプラー地区に教会を建設することになり財政的

援助 をリデル自ら働 きかけた。1890年7月15日 完成 した聖フライズワイ

ド教会ヘアリスは木彫 りにした聖女 フライズワイ ドのパネルを贈った。

それは教会の ドアにはめこまれていたが,ロ ンドンの空襲で奇跡的に爆

撃を免れて後,現 在 は再びオクスフォー ドの聖フライズワイズ教会に

戻 っている。

1872年 レオポル ド・ジョージ ・ダンカン ・アルバー ト王子がクライス

ト・チ ャーチに入学した。アリスより一ヵ月前の1853年4月7日 生まれ

であった。学寮長館でのパーティや音楽会でリデル姉妹 と親 しくなり,

やがてアリスとの問に愛が芽生える。リデル家はこれをひた隠しにした。

女王の信頼を裏切るとリデル夫妻は考えたからだ。女王にすれば王子の

配偶者は当然王室からと望んでいた。 レオポル ドはあまり体が丈夫でな

く,兄 弟の末っ子であ り,皇 太子には後継ぎも生まれていたので,王 位

継承の可能性は少なく2人 にとって望みがあ りそうに見えた時期 もあっ

た。
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1874年2月4日 ア リス の姉 ロ リー ナ は ク ライ ス ト ・チ ャ ーチ の 大 聖 堂

で ウ ィ リ ア ム ・ベ イ リー ・ス キ ー ン と結 婚 した。 ロ リ ー ナ は結 婚 後 は夫

の 邸 宅 の あ るス コ ッ トラ ン ドの フ ァイ ブで暮 らす こ と に な る。 ス キ ー ン

は相 続 した 多 くの土 地 を管 理 しなが ら羊 の放 牧 で 暮 ら してい た が,元 々

学 問 を好 む 人 で,ク ラ イ ス ト ・チ ャー チ の 財 務 担 当 官 とな り,オ ク ス

フ ォー ドとス コ ッ トラ ン ドを行 き来 しな が ら亡 くな る まで そ の 職 にあ っ

た 。

1876年 レオ ポ ル ドは ク ラ イ ス ト ・チ ャー チで の 勉 学 を終 え ロ ン ドン に

戻 った 。6月16日 創 立 記 念 祭 の 行 事 に出席 の ため オ クス フ ォ ー ドを訪 れ

る。 この 時彼 の行 く先 々 に は ア リス も一緒 で あ った 。 も ち ろん 必ず 母 か

妹 が 同行 して い た。6月18日 教 会 で 日曜 日の礼 拝 の 最 中,妹 の イー デ ィ

ス は身体 の不 調 を う った え家 へ戻 っ た 。 イ ーデ ィス は この記 念 祭 の 時 に

オ ーブ リー ・ハ ー コ ー トとの 婚約 を発表 す る こ と にな って い た 。 ヴ ィク

ト リア女 王 か らは発 表 が な い こ と を問 い 合 わせ る 電 報 が届 く。 しか し

イ ー デ ィス は記 念 祭 の 問 ず っ と横 に な っ て いた 。 は じめ は麻 疹 と思 っ て

い た のが,一 週 間 後 の 日曜 日 にア ク ラ ン ドが 呼 ば れ た 時 には 虫垂 炎 か ら

腹 膜 炎 を起 こ し,当 時 と して は手 の 施 しよ うが な く,た だ痛 み をな るべ

く抑 え て死 を待 つ だ け だ った 。 九 月 に結 婚 を控 えて幸 せ の さな か に イ ー

デ ィス は21才 で 世 を去 った 。 あ ま りに突 然 の 悲 しみ で あ った。6月23日

に は ロ ン ドンへ戻 って い た レオ ポ ル ドは金 曜 日の葬 儀 に駆 け付 けて ア ク

ラ ン ドと共 に柩 の 先頭 を担 い だ の で あ る。 柩 の後 に は花 婿 とな る はず で

あ った オ ー ブ リー ・ハ ー コー トが続 い た。彼 は生 涯 を独 身 で通 す 。 ア リ

ス,ロ ー ダ,ヴ ァイ オ レ ッ トの姉 妹 は純 白の衣 裳 で続 い た。 大 聖 堂 の 中

の聖 ミカエ ル 礼 拝 堂 に は イ ー デ ィス を記 念 して,バ ー ン ・ジ ョー ンズ が

作 成 した 聖 カ タ リー ナ の ス テ ン ド ・グ ラス が取 り付 け られ て い る。

ア リス が レオ ポ ル ドの こ とを諦 め る まで に4年 が 経 過 した。1880年 の

7月7日 に ア リス は レジ ナ ル ド ・ハ ー グ リー ヴス と婚 約 した。 彼 は ク リ
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ケ ッ トに熱 心 な ス ポ ー ツマ ンで,礼 儀 正 しい,人 好 きの す る,親 切 な青

年 で あ ったが,ラ テ ン語,ギ リシ ャ語,フ ラ ン ス語 な ど語 学 は苦 手 で 学

問 を好 む 人 で は な い。 学 士 号 を と る まで に ふつ う よ り2年 長 くか か って

い る。知 的 レベ ル に お いて は とて もア リス の相 手 で は なか っ た。 しか し

彼 はア リス との婚 約 を この 上 ない 幸 運 と喜 ん だ。

1880年9月15日 ウ ェ ス トミンス ター 寺 院 で ア リスの 結 婚 式 が 行 われ た

日,オ クス フ ォー ドで は式 の 時 間 に合 わせ て ク ラ イ ス ト ・チ ャーチ の 大

聖 堂 の 鐘 は1時 間 鳴 り通 した。

ア リスへ の 結 婚 の お 祝 い の 目録 は全 部 で137点 記 録 さ れ て い る。 そ の

中 に は プ リ ンス ・レオ ポ ル ドか ら贈 られ た真 珠 の馬 蹄 形 の ブ ロ ーチ が あ

る。 レ オポ ル ドか らの祝 福 で あ った 。 ア リス は ウ ェ デ ィン グ ドレスの胸

に これ を留 め た 。 しか しロ リーナ の 結 婚 式 で は リデ ル の伯 母 に腕 をか し

て 列 に加 わ り,イ ー デ ィス の棺 を先 頭 に立 って担 い だ レオ ポ ル ドの姿 は

式 場 に は なか った 。彼 は そ の時,遠 くス コ ッ トラ ン ドで ハ イ ラ ン ドの伝

統 競 技 の集 い に出席 して い た。 ア リス が 嫁 ぐ姿 を見 る に忍 び な か っ たの

で あ ろ う。 ドジス ンの贈 り物 は 目録 に はな い が,ク ラ イ ス ト ・チ ャーチ

の 中庭 を描 い たス ピア ロ の オ リジナ ル 水 彩 画 を友 人 の トマ ス ・ヴ ィア ・

ベ イ ン と一 緒 に贈 った 。

ア リス の夫 レジナ ル ドの妹 エ ンマ は この2年 前1878年 に ロバ ー ト ・ヘ

ンダ ー ス ンと結 婚 し,庭 園造 りに専 念 して,セ ッジ ウ ィ ックパ ー ク を造

り上 げ て い る。 ア リス と レジ ナ ル ドはそ こで ハ ネ ム ー ンを始 め,ス コ ッ

トラ ン ドを廻 って,ス ペ イ ンへ 旅 行 した 。

レジ ナ ル ド ・ハ ー グ リー ヴ ズ夫 人 とな った ア リス はハ ンプ シ ャに あ る

カ フ ネ ル ズ と呼 ばれ るハ ー グ リー ヴ ズ家 の 邸 宅 で 暮 らす こ とに な る。 こ

こ に は か つ て ジ ョー ジ3世 とシ ャー ロ ッ ト王 妃 が宿 泊 され た 「黄 金 の 間 」

と よば れ た部 屋 が その ま ま残 って い た。 カ フネ ル ズ荘 の使 用 人 に は序 列

が あ り食 事 も,執 事,料 理頭,家 政 婦 頭 は,家 政 婦 の部 屋 で す る が,女
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中頭,下 女中2人,調 理場女中2人,皿 洗い女中,洗 濯女中,御 者2人,

小間使い,小 間使い兼家政婦たちは召使の食事部屋でする。ほかに外回

りの仕事 をする馬丁,御 者,庭 師らがいた。アリスは母を見て身につけ

たとおりこれらの者たちをしっか りと監督 した。

アリスが生涯尊敬 した父は学問の世界の人であ り,ま たレオポル ドも

学者プリンスと言われるくらいに学問に関心の深い人であった。しか し,

アリスが結婚相手に選んだ人は学問よりも,スポーツに関心が強かった。

知的なレベルで共有で きない部分があったとしても,ア リスはそれを愛

情のこもったからかいの気持で眺めていた。 レジナル ドは教養の点にお

いても育ちの点において もアリスに崇拝の気持を抱いていた。社交上の

リーダーシップは,つ ねに陰ではアリスが とっていた。かれらの結婚は

誠に具合のいい幸せな ものであった。2人 の問には3人 の男の子が生ま

れる。

アリスに長男が生まれた年,レ オポル ドはオルバニー侯爵 となり,ヘ

レン ・ブリデ リカ ・オーガスタと婚約,結 婚式はウインザー城のセン

ト・ジョージ礼拝堂で行われ,ア リスとロリーナに出席の誘いがあった。

1883年1月8日 アリスに2番 目の男の子が生まれる。同じ年の2月25

日にはレオポル ドに初めて女の子が生まれた。アリスは早速お祝いを述

べるとともに,自 分の息子の代父になって くれるように頼む。レオポル

ドは喜んで引き受けるとともに,そ の名前を問い合わせている。そ して

自分の最初の子にアリスと名付けることを知らせている。このプリンセ

ス ・アリスは1981年 に97才 で亡 くなるまで献身的な生涯を送っている。

アリスの2番 目の子供はレオポル ト・レジナル ドと名付 けられた。

1884年 すなわちアリスと名付けられた王女の生まれた翌年,寒 さを避

けてひとりでカンヌに滞在中の3月28日,レ オポルドは脳内出血のため

急死 した。32才 の若さであった。身重だったヘレン・ブリデリカはレオ

ポル ドの死後,7月19日 に男の子を出産した。
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アリスにとって別離の後のレオポル ドの死は,い いようのない悲 しみ

を残 した。もちろん夫 と3人 の子供のいる幸せな家庭に恵まれて何一つ

不足 はなかったが,夫 の中に知的に対等の相手を見いだせない という点

で,ア リスの孤独感は消えることがなかった。

アリスに生まれた3人 の男の子のうち上のアランは父親似のスポーッ

マンで人付き合いのいい青年であった。中のレックスは兄に比べれば母

方の血を引いていた。 しか し内省的で文学や芸術 に親 しんだのは末の

キャリルであった。彼は1887年11月19日 にカフネルズ荘で生 まれた。そ

の名前はキャロルから取ったのか,という問にアリスは物語の中からだ,

とだけ答えている。アリスの上の息子2人 は戦死する。とくに2番 目の

レックスの場合,塹 壕の中で腰まで泥水に浸かって長時間にわたる忍耐

の末に勝利を収めて引き返す途中で,味 方の後方支援部隊から敵 と誤っ

て銃撃を受けてのことであった。なんとも悲惨な結末であった。

1926年2月14日 アリスの夫レジナル ドは73才で亡 くなった。晩年は耳

が聞こえにくくなったレジナル ドは父親の代からずっと続けてきた治安

判事の席 も不本意なが ら辞めなければならなかった。この年は寒さが厳

しく,カ フネルズ荘の辺 り一帯深い雪に覆われた。交通は途絶え,野 性

の馬は青草を求めて柔 らかい雪を鼻で掻 く姿があった。その景色を写生

しながら,ア リスは一人の時間を過ごす。根強い階級意識 は周囲の者た

ちに親しむことを許さないのであσた。カフネルズ荘 を相続したのはア

リスではなく息子のキャリルであった。勿論アリスがこの家を出ていか

なければならないようなことはなく,キ ャリルはそのままロンドンで暮

らした。アリスの母は1910年6月25日85才 で亡 くなっていた。母の死で

法的にはアリスに8,000ポ ンドが入ることになっていたが,そ のような

ものを当てにすることになるとは思いもかけず,ア リスは自らその権利

を放棄 していた。夫 を亡 くした今,使 用人も多 く広い屋敷を維持してい

く費用をアリスは息子に頼 らなければならなくなった。こうして ドジス
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ンがアリスに贈った手稿本は競売に掛 けられることになったのである。

オークションは1928年5月4日 ロンドンのニューボンド・ス トリー ト

のサザビーでおこなわれた。アリスも壇上に姿を見せた。1時 きっかり

に始まった競 りにはドクタージョンソンの最後の手紙やバイロンの決闘

用のピス トルなども出品されていた。 ドジスンの手書 きの本の競 りは

5000ポ ンドから始まり,毎 秒百ポンドのペースで競 り上がっていった。

場内は見守る人々の興奮で競 る声 も聞き取れないほどであった。激 しい

やりとりの末,結 局アメリカ人の書籍ディーラー,ロ ーゼ ンバ ック氏に

15400ポ ン ドで競 り落 とされた。手稿本はアメリカ人の手にわたったの

である。

ひとりぼっちで大きなカフネル荘に住むアリスは昔母に躾けられた通

り召使には家事万端をきちんとさせていた。1928年 には15才のメアリ ・

ゲイラーという新 しいメイ ドが雇われた。彼女は週給3シ リング6ペ ン

スを貰っていた。カフネルズ荘の朝は,5時50分 には仕事が始まる。最

上階から順次鎧戸 を全部開け,次 に暖炉の掃除,そ れからリネン類の繕

い,と いうのがメアリの仕事であった。アリスは思いがけない時に召使

の所 に現れる。或る朝 しもやけのために,鉄 の金具が動かせず鎧戸はそ

のままにして暖炉の掃除を始めたメアリの傍 らに,何 時の間にかご主人

のアリスが立っていた。自分の言い付けを守らないことを厳 しく非難 し,

女中頭を呼びつけ鎧戸を代わりの者に開けさせる。そうしてしもやけの

軟膏 を取 り寄せ させるのであるが,そ の代金はもちろん給料から差 し引

いてあった。メアリの給金の1週 間分であった。

1930年 の10月 に姉のロリーナはスコットランドのス トラミグロで亡 く

なった。妹のヴァイオレットとローダは結婚しないままであったが,ヴ ァ

イオレットの方はアリスが夫を亡 くした翌1927年 亡くなった。息子キャ

リルはアリスの反対を押 して1929年6月6日 戦争未亡人で二人の息子を

もつマ ドラインと結婚 している。この頃からアリスはカフネルズの冬の
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寒さを避け,な によりも妹ローダの家に1マ イル と離れていないので,

ウェスタラムの 「ブリーチズ」という16世紀にで きた大きな家を借 りて

冬 を過ごすようになる。

1932年,コ ロンビア大学はルイス ・キャロル生誕百年を記念 して,ア

リスに名誉博士号 を贈呈することになった。式は80才 とい うアリスの高

齢に配慮 して1月27日 のキャロルの誕生日ではなく渡米を4月 まで遅ら

せることになった。息子のキ糸リルと妹ローダに付 き添われて4月29日

にアリスはアメリカに着いた。コロンビア大学では3月31日 から百年祭

記念の作品展が開かれ,ド ジスンの手稿本,1865年 版(挿 し絵ので きあ

が りが不良として回収された版)が9冊,1866年 版(刷 り直 した初版)

11冊 などが展示された。5月2日 午後の授与式においてアリスは名誉文

学博士号 を贈 られた。大学のガウンと帽子をつけたアリスは,生 まれて

から結婚するまでずっと慣れ親しんできた雰囲気の中に再び戻 ってきた

のである。懐かしい感動が蘇ってきたにちがいない。誇 らかに写真にお

さまっているアリスの姿はとても80才の婦人には見えない。事実,式 の

間中アリスは手に持った杖に頼ることもなく,周 囲の勧めを受 けつけな

いで立ち続けていた。円形の式場はさながら花園のようで,ア リスのた

めに花で飾 りつけられた特別席が用意されていた。ところが何かの間違

いで学長がそこに腰を下ろして しまった。しかしだれもみなそ知らぬ顔

で黙っていた。みんなはきっと 『不思議の国』の憲法第42条 を心得てい

たのにちがいない とフローレンス ・ベッカー ・レノンは面白がって

いる。

それか ら2年 後の1934年11月 の初め,車 で出かけた途中気分の悪 く

なったアリスはすぐに自宅にもどり,医 師が呼ばれた。 しか しそれきり

昏睡状態 に陥ったまま11月15日 にブリーチーズで息子のキャリルと妹

ローダに見守られてこの世を去った。アリス ・プレザ ンス ・ハーグリー

ヴス,82才 の生涯であった。
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